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基準5でも100%癌とは限らないす診断基準が示現の程

度をこよる分類であるから当然であろう･

市内金検診激関で基準 且 (異常ない とされた進数は
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全体射 手衝不能 し そのうち漫9例の間接フイルムを再

検討するとま0例に所見 廿 巨であり,より償重な読影が

のぞまれるー9鰍 烹チコ∴ブタ不権であった予これをチェ,ソ

タするためには熟達 した放射線技師の注意深い観察に期

緒する以外をこ方法はないと考えられる･

且6)琶騨 盲変を主体 とした脱党性 ア ミロイ ド-

上 し.-1回
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がんセンタ-新潟)矧院放射線科

加藤 後室 ( 洞 内 科)

梨本 篤 砂加藤 溝 も 同 外 科)

拘田 弘 ( 臣j 病 留り

症例は51歳の女性で,昭和5硝潤 胃寮枚で熊鷹を指摘

され,精査の結果タこ1イボ腎毅と診断されたtその後8

年間7経過観察されていたがさ病変の進行を認好)た.潤

和62年の_上部消化管造影では 前庭部かに♪腎角部をこ大小

不同の隆起が多党L9同部の伸展不良も認めたけCTで

は,よぎ講書壁は広範囲にわたり肥厚し,粘膜側U)一部を除き

low 舶ms恒 をしめしていた.腎生検でアミロ1ドの沈

着を認めた.LかL,食道 申十 二指腸､太腹にはアミu

イドの沈着を認めずち原疾患もみとめなかった.腎病変

が,進行性であを)亨鮎 gt汗 や-恥 ､状態であったので,冒

全摘術を施行した.病理組織検蜜では粘膜下層を中心に

高度のアミl~才ノ(ド沈着を認めた.ア いつイ ド蛋白は AL

型であり甘原発性アミuイド一例シスと診断 した.胃病変

を老体とLた原発性アミ｡イド∴ シスの l例を経験 し,

8年間にわたり経過観察 しえた胃X線像と興味ある CT

像を中心に報告Lた,
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(杏林大学放射練絹ノき

穿通性胃濃慶とは,漁場による欠損が胃壁の全層に及

び予肝臓などの隣接臓器に穿大したものをいい争う狛 -

指腺造影で典型像を示さないものや予内祝級での確定診

断はむずかしいが,CT スキャンはサ非常をこ有効である

.FJ)1.r)

とされているか今回,本院で経験 した CT スキャンが

診断に覇効であった穿通性胃液慶のi例を報ぞ㌻するq

Uilスキャン所見として,濃脇の管外-の窯洪像及び

液慶内LLp腎周済齢液体貯留をみとめた.穿通性腎濃慶び)

UY所見のポイソ トとLて,濃場の管外栗批 S五mも畳S

揉acも予鰐腫太 漁慶庇の浮腫像†陳旧例の限局性 でibmsis

を上げ,症例釣ような胃周囲の液体貯留は.今まで絡祭

のない穿通性漁場の Cfll像の---つと考えた血

また Cr㌘は診断をこ有効ではあるが,何らかの理由で CT

が最初に検悉されてもう懇蔓との鑑別は当然であり下十

二指腸遺影はかなにJず診断に必 要な検査である､

野崎 諒 (野崎放射線科診療所3

放射線科医は開業すると放射線科医ではなくなる.紘

Lているにすぎない.

開業後もともと狭い守備範囲を年々縮小Lヲ遂闘 豊胸

筑 注腸をも放棄するに至ってァ三年楽音㌢仁二指腺透視

をこ限定 した･守備範囲の縮少に併行して段階的に診療時

間を短縮 し この五年来は午前9時からtE午愛でとして

∴∴

診療の主体である胃十二指腸透視は,昭和43年且灘 6

牲 かよ後年々増加 Lて5漫隼3,5鋼棒で最丸 損襖年々減

少して酢6時二29370鱒二.年間件数が3,勝りを超えたのは47

年かC〕銅年までの8年間,溝20年間が)合計件数は55,556

件だが,服年以後の推移を新潟大学放射線科と対比する

と両者の趨勢は酷似 していて亨学問を背負わぬ者も状況

を背負っていることが労る中

19)腎平滑筋 肉腫 が)且例

水谷 聖 ;箆完本姦里 遠嘉岩野 繍 )高 ′子､

腎肉経は締れな経慶でありゥ腎悪性臓慶の約 1-～-3%

を占めると言われている.そのなかでも腎平滑筋肉暖は

の調べた範園では事 変だ42例にすぎない.

今臥 我利ま腎被膜から発生 したと思われる腎平滑筋

を勾睦の i例を経験 Lたので報告する.


